
















































































































⑤  自己理解（自分発見）・他者理解（Who am I? 20の私）・
人間理解の実習をする（実習1）
実習 1













＊Who am I?  (WAI)技法も結果を整理・分類する際の注目すべきポイント
 ・Identity



















































































































































































提唱者 O. フォクト 催眠状態の身体効果を発見
体系化 J. シュルツ 催眠中の体感を体系化し、集中
的自己弛緩法と命名
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